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令和６年能登半島地震で被災された方の経験談を掲載します。

「災害の一日前に戻れるとしたら、あなたは何をしますか？」と、問いかけた内容です。

出展：政府広報オンライン「一日前プロジェクト」

一日前プロジェクト

災害の1日前に戻れるとしたら、

あなたは何をしますか？
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令和８年８月３０日（日）
午前６時50分～９時頃

　飯島町では、今年も地震総合防災訓練を実施します。町民のみなさん一人ひとりが『自分の命は自分で守る、み

んなの命は地域で支える』という自助・共助の意識を高めるとともに、有事の際の行動を身につけることを目的と

して行っています。

※ 雨天の場合も決行。災害の恐れがある場合等やむを得ない場合は中止。

★ 訓練の内容は「避難訓練」と「区・自治会ごとの訓練」です。

 ■地震総合防災訓練スケジュール（例）
 ※スケジュールや内容は自治会によって異なることがあります

飯島町地震総合防災訓練に

みんなで参加しましょう

避難訓練

6:50 大規模地震発生（想定）　※防災無線放送

【シェイクアウト訓練】　※各家庭等

・テーブルやベッドの下などにもぐる

・料理中の火を消す

・ドアや窓を開けて逃げ道を確保する　等

・火元の確認、ガスの元栓、電気のブレーカーを切る　等

7:00頃 【支えあい訓練】　※隣組（近所）等

・隣組等で安全な場所に集合

・近所に助けを必要とする人がいないか確認

・隣組等でまとまって避難所へ向かう　等

区・自治会ごと

計画した訓練

7:30頃 【共通訓練】

・自治会は隣組等の避難状況を集計し区へ伝達

【自治会等が計画した訓練】

（計画例）

・避難所の開設

・防災資材の確認・設置

・情報伝達・安否確認

・避難生活での困りごとを話し合う　等

9:00頃
【終了】（終了時間は区・自治会ごと）

問 総務課 危機管理係
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「もしもの時、どう動く？ わが家の地震防災タイムライン」

災害情報は、飯島町公式LINEアカウントで！

災害情報をいち早く手に入れることができます！

設定でクマ出没・交通規制情報等も受信可能です！

イベント情報やごみ捨て情報等も配信中です。

　いつ起こるかわからない地震災害。いざという時、「どうしたらいいの？」「何をすればいいの？」とパニックになっ

てしまうかもしれません。そんな時に役立つのが、「タイムライン」です。

　「タイムライン」とは、災害が起こる前から、起こっている間、そしてその後に「いつ」「誰が」「何を」するのか

を、家族であらかじめ決めておく行動計画のことで、もしもの時でも落ち着いて行動できるようになります。

ぜひこの機会に、ご家族で防災について話し合い、具体的な行動計画を立ててみましょう。

作ったタイムラインは、冷蔵庫やリビングなど、家族みんなの目に触れる場所に貼っておくのがおすすめです。

　防災訓練への参加をはじめ、日頃からの備えなど、町民のみなさま一人ひとりの防災意識の向上が、　防災訓練への参加をはじめ、日頃からの備えなど、町民のみなさま一人ひとりの防災意識の向上が、

被害を最小限に抑えるための重要な力となります。今後とも、町の防災対策にご理解とご協力をお願い被害を最小限に抑えるための重要な力となります。今後とも、町の防災対策にご理解とご協力をお願い

いたします。いたします。

タイムライン 自助・・・自分の命は自分で守る 共助・・・みんなの命は地域で支える

地震発生
□ �落ち着いて、自分の身を守る 

机の下に隠れる、だんご虫のポーズ　など

まずはご自身の命を守る行動を！

～３分

□ 火の始末

□ ドアや窓を開けて逃げ道を確保

□ 家族の安全を確認

□ 落ち着いて状況を把握（ラジオなど）

□ �非常持出袋を用意し、家の中でも靴を履いて

逃げる準備

□

□

～30分

□ 余震に注意する

□ 自宅の様子が危険であれば避難所等へ避難する

□ �家を出るときはブレーカーを切り、ガスの元

栓を閉める

□ 移動の際にはブロック塀などには近寄らない

□

□

□ 近所で安全な場所に集合

□ 近所に助けを必要とする人がいないか確認

□ 地域の避難所に集まり安否確認等に協力する

□ 

□ 

□ 

□ 

～３日間

□ �自宅の様子が安全であれば自宅で在宅避難する

□ �災害用伝言ダイヤル（171）やSNSなどを活用

し無事を知らせる

□

□

□ 避難所の運営に協力する

□ 避難者の支援に協力する

□ 

□ 

□ 



2026.8.20 ◆ No.6585   　

「自助の第一歩！ あなたの命を守る家庭の備え」「自助の第一歩！ あなたの命を守る家庭の備え」

「いざという時の命綱！ 非常持ち出し品を準備しよう」「いざという時の命綱！ 非常持ち出し品を準備しよう」

　発生が危惧される南海トラフ地震などの大規模な災害では、発災直後に多くの地域で支援が届きにくい状況が発

生します。災害発生後、行政は全力で地域を守る支援を行います。しかしながら、支援が本格的に始まるまでに

は、どうしてもある程度の時間がかかります。

　災害発生後数日間は、自力で乗り切れるよう、非常持ち出し品や家庭内の備蓄を準備しておきましょう。避難所

へ行くときも非常持ち出し品を持っていくのが基本です。

普段の買い物で防災備蓄！普段の買い物で防災備蓄！

「ローリングストック法」を「ローリングストック法」を

始めましょう！始めましょう！

「非常食って何を揃えればいいの？」 

「賞味期限切れが心配…」。そんな声にお応えするのが、ローリングストック法です！

① �普段から食べるものを少し多めに買う 

缶詰、レトルト食品、乾麺、お米、水など、日頃から消費するものがおすすめです。

② �食べたら買い足す 

消費した分を補充することで、常に新しいものがストックされ、賞味期限切れを防げます。

③ �最低３日分、できれば1週間分を目安に 

無理なく、かしこく防災対策を進めましょう。

● 非常備蓄品

□ �食品（即席麺、レトルト食品、アルファ米、缶詰、

調味料、スープ、味噌汁、チョコレート、あめなど）

□ 水（一人１日３リットル目安）

□ �燃料（カセットコンロ、固形燃料、予備のガスボン

ベなど）

□ �毛布、タオルケット、寝袋など

□ �簡易トイレ

□ �洗面用品（ドライシャンプー、せっけんなど）

□ �鍋・やかん

□ �簡易食器（わりばし、紙コップなど）

□ �ラップ・アルミホイル

□ �トイレットペーパー、ウエットティッシュなど

□ �感染症対策（マスク、アルコール消毒液、体温計など）

● 非常持出品（リュックにつめておきたい）

□ 非常食（乾パン、缶詰、あめなど）

□ 飲料水

□ 携帯ラジオ（予備電池含む）

□ 懐中電灯（予備電池含む）

□ LEDランタン・ろうそくなど

□ ヘルメット

□ ライター、マッチ

□ ナイフ・缶切りなど

□ �タオル、ボディシート、ティッシュ、除菌シート・

歯ブラシ

□ ビニール袋

□ 衣類（季節に合ったもの）、雨具

□ ビニル袋

□ 軍手、マスク

□ 救急医療品、常備薬

□ 貴重品（身分証明書、現金、印鑑）

□ マイナンバーカード（健康保険証）

□ 携帯電話（携帯充電器・モバイルバッテリー）

非常持出品の準備のポイント

● �災害発生時に最初に持ち出す「非常持出品」と、復旧するまでの数日間を支える「非常備蓄品」に分けて用意しましょう。

● �乳幼児がいる家庭は離乳食や粉ミルク、要介護者がいる家庭はおむつや補助具など、各家庭の事情に合わせて準備し

ましょう。

● �せっかく準備しても、押し入れの奥にしまい込んでは意味がありません。すぐに取り出せる場所に保管しましょう。

● �非常備蓄品は最低３日分、できれば７日分を準備しましょう。
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子どもの予防接種子どもの予防接種
問 健康福祉課 保健医療係

　お母さんが赤ちゃんにプレゼントした病気に対する抵抗力（免疫）は、生後1年までにほとんど自然に

失われていきます。そのため、この時期を過ぎると、赤ちゃん自身で免疫をつくって病気を予防する必

要があります。その助けになるのが予防接種です。

　子どもは発育と共に外出の機会や、他の人と接触する機会が多くなり、感染症にかかる可能性も高く

なります。

〇ワクチンの種類と特徴

◇生ワクチン

　生きた細菌やウイルスの毒性（病原性）を弱めたもので、これを接種することによってその病気にか

かった場合と同じように抵抗力（免疫）ができます。接種後から体内で毒性（病原性）を弱めた細菌や

ウイルスの増殖がはじまることから、それぞれのワクチンの性質に応じて、発熱や発疹等の軽い症状が

出ることがあります。

　十分な抵抗力（免疫）ができるのに約１ヶ月が必要です。しかし免疫が次第に低下し、弱くなること

があるので、追加接種を必要とするものもあります。

◇不活化ワクチン

　細菌やウイルスを殺し抵抗力（免疫）をつくるのに必要な成分を使って毒性（病原性）をなくしてつ

くったものです。体内で細菌やウイルスは増殖しないため、数回接種することによって抵抗力（免疫）

ができます。

　一定の間隔で２～３回接種し、最小限必要な抵抗力（基礎免疫）ができたあと、数ヶ月～１年後に追

加接種をして十分な抵抗力（免疫）ができることになります。

　しかし、しばらくすると少しずつ抵抗力（免疫）が減ってしまいますので、長期に抵抗力（免疫）を

保つためにはそれぞれのワクチンの性質に応じて一定の間隔で追加接種が必要です。

〇予防接種とは

　ワクチン（予防接種に使う薬）を注射する、飲ませる、鼻から吸わせるなどして、病気に対する免疫を付ける

こと、免疫を強くすることをいいます。

　ワクチンの種類には、感染症の原因となるウイルスや細菌の力を弱めたもの（生ワクチン）や、その菌や菌の

作り出す毒素の毒性をなくし、ウイルスの感染力をなくしたもの（不活化ワクチン）があります。

〇副反応について

　ワクチンは子どもの体の中に免疫をつくり、いろいろな感染症から守りますが、免疫をつくる以外の作用を引

き起こす場合があります。それが「副反応」です。軽いものは発熱や発疹、接種部位が腫れたり赤くなったりす

る、などがあります。重いものはけいれん、アナフィラキシーというアレルギー反応などがあります。

　生ワクチンは接種後1ヶ月、不活化ワクチンは1週間、お子さんの体調に注意し、もし副反応らし

い症状が表れたら、かかりつけ医に相談しましょう。接種部位の腫れや赤みなどが激しい場合は経

過を写真に撮って相談してみてください。
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公費で接種できる期間が決まっていますので、接種を希望する方は早めに接種をするようにしてください。

予診票の紛失・予防接種についてご不明点等ありましたらお問い合わせください。

〇子どもの予防接種の種類　Ａ類疾病（接種期間内は無料）

不：不活化ワクチン　　生：生ワクチン

〇おたふくかぜワクチン予防接種費用補助

　１歳から３歳未満の方を対象に、おたふくかぜワクチン予防接種費用の補助を実施しています。

接種を希望される方は事前申請が必要です。母子健康手帳をご持参のうえ、飯島町役場健康福祉課保健

医療係窓口までお越しください。

■対象者：飯島町に住所を有する１歳から３歳未満の幼児で接種を希望される方

※必ず１歳の誕生日を過ぎてから接種してください。

※ただし、次に該当する方は対象外とします。

・おたふくかぜにかかったことがある方

・すでにおたふくかぜ予防接種を受けたことがある方

協力医療機関

のどかクリニック（86-6705）要予約
※のどかクリニック以外での接種は、費用補助対象外となり全額自己負担となります。

対象疾病 対象者（接種時期）

小児の肺炎球菌感染症 生後２ヶ月から５歳の誕生日前日まで

Ｂ型肝炎 １歳の誕生日前日まで

ジフテリア・百日咳・急性灰白髄炎（ポリオ）・

破傷風・Ｈｉｂ感染症（５種混合）

第１期：生後２ヶ月から７歳６ヶ月に至るまで

第２期：11歳以上13歳未満

（第２期：２種混合（ジフテリア・破傷風のみ）

結核（ＢＣＧ） １歳の誕生日の前日まで

麻しん・風しん
第１期：１歳の誕生日前日から２歳の誕生日前日まで

第２期：５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間

水痘 １歳の誕生日前日から３歳の誕生日前日まで

日本脳炎
第１期：生後６ヶ月から７歳６ヶ月に至るまで

第２期：９歳以上13歳未満

ヒトパピローマウイルス感染症
12歳となる日の属する年度の初日から

16歳となる日の属する年度の末日まで

ロタウイルス感染症
１価：生後６週から生後24週に至るまで

５価：生後６週から生後32週に至るまで

不

不

不

不

不

不

生

生

生

生

生
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子どもの目の健康子どもの目の健康
問 健康福祉課 保健医療係

〇子どもの視力低下の現状

　文部科学省の学校保健統計調査では、約40年前と比べて小学校・中学校・高等

学校のどの段階でも視力1.0未満の子どもが増えていると報告されています。遺伝

要因もありますが、環境要因（屋外活動の減少、近くを見る作業の増加、就寝時

間の変化等）が大きいです。また、スマートフォンやタブレットの使用時間の増

加がありますので、家庭でのルールを決め、適切に使っていきましょう。

〇目の基本的知識

・近視：近くは見えるが遠くは見えにくい。※子どもは、近視が進みやすく予防と対策が必要

・遠視：近く、遠くを問わずピントが上手く合わない。

・斜視：片方の目が本来の向くべき方向とは違う方向を見ている状態。

・弱視：�子どもの視力が発達する途中で絶えず物を見る訓練ができず、視力の発達が抑えられ止

まってしまう。

■弱視の発見は難しい！

�　自覚がない、幼児は視力が0.2～0.3程度あれば不自由なく行動できるので親は気がつかない、片目の視力が良好で

あれば生活に支障が出ないため気づきにくい。

〇目のためにできること

①緑黄色野菜を摂りましょう

・ビタミンＡ	 ：網膜の細胞を保護してくれます、　・ビタミンＢ群：目の疲れを改善してくれます

・アントシアニン：抗酸化作用があります（例：ナスの皮をむかずに食べる）

②目のケア　～スマートフォンやタブレットを使用したとき～

・20-20-20ルール			   �20分に１回は休憩を入れ、20秒ほど20フィート(約６m)先の遠くを見て、

目を休ませましょう。

・明るすぎず、暗すぎない環境で使う	� 直射日光や照明が画面に当たると反射して目が疲れやすくなります。

カーテンを閉めたり、反射防止フィルムを使う工夫をしましょう。

・長時間使用しない			   �１歳以下ではなるべく使用せず、４歳以下では１日１時間以内、できる

だけ短時間にしましょう。５歳以上でも、娯楽目的の使用は２時間以内

にとどめることが大切です。

・よい姿勢で使う			   �画面と目の距離は30㎝以上離し、座った姿勢で使いましょう。

・屋外の活動を取り入れる		  �屋外で過ごす時間が長いほど、近視の進行を抑えられることが分かって

います。熱中症や日焼けに気をつけながら、外で体を動かす時間を意識

して増やしましょう。

★どの世代でも目の健康はとても大切です。環境を整えて、目の健康を守りましょう！

　視覚は、五感から受け取る情報のうち８割を占めるため、目の働きを維持することは重要です。

　生まれたばかりの頃は、明かりがぼんやりと見えるくらいの視力です。８歳くらいで大人と同じくらいにみえる

ようになります。特に５歳くらいまでは重要な時期です。

　子どもは、顔やおもちゃをみることで視力が育ちます。その時期に見ることを邪魔するようなものがあると視力

は正常に育たないので、大人が環境を整えていくことが大切です。
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中 学 生 広 島 平 和 学 習中 学 生 広 島 平 和 学 習
問 教育委員会 学校教育係

参加者の感想

河合　�戦争は心も体も傷つけ、罪のない人々を大勢巻き込み、許されることではないと実感しました。被爆者である 

脇
わき

桝
ます

さんのお話を聞いて、原爆が１人の人間にどれだけの苦痛と恐怖を与えるのかがわかりました。 

資料館では、写真や絵、当時の生活品などから、原子爆弾の被害とその威力が見て取れました。 

伊藤　�｢戦争の悲惨さを肌で感じてくる｣を目標に参加しました。平和資料館で見た写真に写る人々は何かを訴えてい

るようでした。遺影などもあり、子供から青年、若い人々が多く、胸が締め付けられました。 

唯一の被爆国として、身近な人から遠くの人へ語り継いでいきたいです。

岡田　�戦争のことを深く学ぶことができました。脇桝さんの話を聞いて、人が苦しむことのないような世界を作って

いくためにまず戦争の愚かさ・核兵器の恐ろしさを出来る限り広めて、もう２度とこのようなことが起きないよ

うに語り継いでいきたいと思います。

宮澤　�事実を伝える大切さを知りました。悲惨な現実を知り、被爆者脇桝さんの感じたことを聞いて、「１人でも多く

の人に伝えたい」と心の底から思いました。誰かに話さないと意味がないので、まずは身近な人に、それからど

んどんいろいろな人に事実を語り継いでいきたいと思います。

大場　�原爆ドームは形は残っていたけれどボロボロな状態でした。平和記念公園レストハウスの地下一階には、ただ

１人助かった人の手紙・言葉が書いてあり、原爆の威力を知ることができました。 

被爆者の方のお話で、防空壕によっては、蒸し焼きになることがあることなどを聞き、怖いなと思いました。

林田　�平和記念資料館で、実際に被爆した人の遺品や写真を見て、原爆の恐ろしさを今まで以上に実感しました。ショッ

キングな展示が多く、言葉では表せない気持ちになりました。今回見て感じたことを忘れないこと、これからも

平和について考え続け、決して過去の出来事にしないことが大切だと思いました。

（写真左から）（写真左から）大大
おおおお

野野
のの

指導主事、指導主事、河河
かか

合合
わいわい

瑛瑛
えいえい

太太
たた

、、宮宮
みやみや

澤澤
ざわざわ

和和
かずかず

也也
やや

、、岡岡
おかおか

田田
だだ

侑侑
ゆうゆう

磨磨
まま

、、伊伊
いい

藤藤
とうとう

凛凛
りり

乃乃
のの

、、林林
はやしはやし

田田
だだ

茉茉
まま

桜桜
おお

、、大大
おおおお

場場
ばば

莉莉
りり

奈奈
なな

この平和学習事業は、被爆地広島を訪ね、戦争がもたらす人々の苦しみや悲しみに触れ、この平和学習事業は、被爆地広島を訪ね、戦争がもたらす人々の苦しみや悲しみに触れ、

「戦争について肌で感じる機会にしてほしい、平和な社会について考える機会にしてほしい」「戦争について肌で感じる機会にしてほしい、平和な社会について考える機会にしてほしい」

という願いのもと、令和６年から始まりました。という願いのもと、令和６年から始まりました。

中学校の夏休みのはじめ、７月28日(火)～29日(水)の一泊二日で行われ、中学３年生の６人が参加しました。中学校の夏休みのはじめ、７月28日(火)～29日(水)の一泊二日で行われ、中学３年生の６人が参加しました。
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町内に広がる生物多様性保全の取り組みをご紹介！町内に広がる生物多様性保全の取り組みをご紹介！
（ブッポウソウ編）（ブッポウソウ編）

問 住民税務課 環境共生エネルギー係

　６月７日にネイチャーポジティブ宣言を表明した飯島町ですが、そ

の取り組みはミヤマシジミの保全活動だけではありません。

　2010年から始まったブッポウソウの保護活動は、有志の皆さんによ

り発足した「飯島町ブッポウソウを見守る会」を中心に展開され、今

年で17年目を迎えました。巣箱づくりや設置、調査、観察をとおし

て、町内に訪れるブッポウソウを見守り続けてきました。

　ブッポウソウは「森の宝石」と称されるほど鮮やかな青緑色の羽が

特徴的な渡り鳥ですが、営巣場所の減少により環境省の絶滅危惧種に

指定されています。また、ブッポウソウは様々な昆虫を食べることか

ら、豊かな自然環境を象徴する存在です。

　今回は、６月と７月に開催された観察会の様子をご紹介します。

「
飯
田
線
に
乗
っ
て
天
龍
村
へ 

　
　
　
　
　
　
　
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
観
察
」

■
主
催　

飯
島
町
郷
土
研
究
会

■
後
援　

飯
島
町

■
日
時　

�

６
月
28
日
（
日
） 

午
前
７
時
頃
～
午
後
４
時　

■
集
合　

飯
島
駅
・
本
郷
駅
・
七
久
保
駅

■
場
所　

�

天
龍
村　

自
慶
院
・
清
水
橋
・ 

平
岡
ダ
ム

■
人
数　

55
名

　

２
０
１
４
年
に
天
龍
村
で
の
観
察
会
を
開
催

し
て
以
来
、
12
年
ぶ
り
に
再
訪
し
ま
し
た
。

　

天
龍
村
で
は
、
１
９
９
７
年
か
ら
当
時
の
小

学
生
に
よ
る
「
緑
の
少
年
団
」
が
中
心
と
な

り
、
巣
箱
づ
く
り
と
設
置
、
観
察
会
な
ど
の
活

動
を
展
開
し
、
１
９
９
９
年
に
は
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
が
「
村
の
鳥
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
役
場

庁
舎
に
は
30
年
以
上
前
か
ら
営
巣
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
現
在
は
庁
舎
の
一
角
に
設
置
さ
れ
て

い
る
巣
箱
に
カ
メ
ラ
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
ラ

イ
ブ
配
信
の
映
像
が
住
民
の
日
常
的
な
楽
し
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
飯
田
線
の
電
車
旅
と
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
の
観
察
と
い
う
２
大
ト
ピ
ッ
ク
に
よ
り
、

町
民
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
町
外
か
ら
も
多
数

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
平
岡
駅

で
下
車
し
、
天
龍
村
の
施
設
で
「
天
龍
村
ブ
ッ

ポ
ウ
ソ
ウ
を
守
る
会
」
会
長
か
ら
講
話
を
お
聴

き
し
ま
し
た
。
天
候
が
持
ち
直
し
た
後
は
屋
外

へ
と
繰
り
出
し
、
役
場
庁
舎
や
天
竜
川
の
橋
梁

な
ど
に
設
置
さ
れ
た
巣
箱
に
、
親
鳥
が
頻
繁
に

餌
を
運
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
縁
で
天
龍
村

と
飯
島
町
の
繋
が
り
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願

い
ま
す
。

小学校教諭がきっかけで始まった30年にわた
る保護活動についてお話いただきました。

自慶院からは、役場庁舎の屋上に設置された
巣箱に通う親鳥を何度も観察できました。
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「
飯
島
町
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
観
察
会
」

■
主
催　

�
飯
島
町
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
見
守
る

会
・
日
本
野
鳥
の
会
伊
那
谷
支
部

■
日
時　

７
月
11
日
（
土
）
午
前
９
時
～
11
時

■
集
合　

道
の
駅
田
切
の
里　

駐
車
場

■
場
所　

田
切
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
埋
立
跡
地

■
人
数　

40
名

　

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
と
い
う
鳥
の
知
名
度
や
人
気

の
高
さ
か
ら
、
東
京
都
、
三
重
県
、
佐
賀
県
な

ど
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
や
そ

の
保
護
活
動
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

満
を
持
し
て
い
ざ
観
察
！
と
い
き
た
い
と
こ
ろ

で
し
た
が
、
親
鳥
が
な
か
な
か
巣
に
通
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
原
因
は
巣
箱
近
く
で
写
真
撮
影
さ

れ
て
い
る
方
を
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
警
戒
し
て
い

た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
雄
と

雌
が
交
互
に
空
中
で
虫
を
捕
ら
え
、
巣
に
餌
を

運
ぶ
姿
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
観
察
会
を
共
催
し
て
い
る
日
本
野
鳥

の
会
伊
那
谷
支
部
は
、
会
員
の
減
少
な
ど
が
理

由
で
今
年
い
っ
ぱ
い
で
解
散
と
な
り
ま
す
。
飯

島
町
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
見
守
る
会
で
も
会
員
の

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
保

護
活
動
を
今
後
も
継
続
で
き
る
の
か
は
大
き
な

課
題
で
す
。

　

一
方
で
、
長
野
県
の
天
然
記
念
物
で
も
あ
る

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
町
内
外
か
ら
の
関
心
が
高

く
、
飯
島
町
で
こ
れ
か
ら
も
子
育
て
を
す
る
姿

を
多
く
の
方
が
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ
の
美
し
い
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
を
見
守
る
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

飯
島
町
で
の
保
護
活
動
の
成
果
を
ご
紹
介
！

　

保
護
活
動
が
始
ま
っ
た
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
２
５
年
ま
で
の
16
年
間
で
、
確
認
さ
れ
て

い
る
「
つ
が
い
」
の
数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

 

一
方
で
、
巣
箱
に
残
っ
た
餌
の
残
り
カ
ス
を

見
て
み
る
と
、
以
前
は
多
か
っ
た
カ
ブ
ト
ム
シ

の
胴
体
や
鞘
羽
が
近
年
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
営
巣
す
る
河
川
周
辺
の
雑
木
林
か
ら
カ
ブ
ト

ム
シ
が
減
少
し
て
い
る

可
能
性
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

が
ひ
と
夏
を
過
ご
し
な

が
ら
ヒ
ナ
を
育
て
る
の

に
十
分
な
餌
を
、
河
畔

林
が
今
後
も
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
は
、
重
要
な
課
題
と
い
え

そ
う
で
す
。

日陰で和気あいあいと観察中 日本野鳥の会伊那谷支部長からの解説

巣箱の中の餌の残りカス【データ提供】飯島町ブッポウソウを見守る会

つがいの数の推移

つがいの数

年(西暦)
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保育園の行事やできごとを写真でお伝えします！

７-８７-８月月のの
できごとできごと

防
災
意
識
を
高
め
る
！ 

Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
講
座

　

７
月
10
日
、
齋さ

い

藤と
う

幸ゆ
き

男お

さ
ん
を
講
師
に
飯

島
町
文
化
館
に
て
「
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
講
座
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
島
中
学
校
１
年
生
と
飯
島
小
学
校
・
七

久
保
小
学
校
の
６
年
生
が
参
加
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
実
践
的
な
防
災
を
学

び
ま
し
た
。

今
年
も
開
催
！ 

轟
天
号
を
追
い
か
け
て

　

７
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
田
切
駅
に
て
、

「
轟
天
号
を
追
い
か
け
て
２
０
２
６
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
全
国
各
地
か
ら
コ
ス
プ
レ
を
し
て

集
ま
っ
た
ア
ニ
メ
の
フ
ァ
ン
約
25
人
が
、
田

切
駅
か
ら
伊
那
市
駅
ま
で
自
転
車
で
走
り
ま

し
た
。

保育園のできごと

スイカ割り！スイカ割り！
７月24日 ＠東部保育園毎年大好評のスイカ割りをしました。

最後はみんなでおいしく食べました！
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▲�昭和56年から続く活動 

      『道路クリーン作戦』

　６月23日、長野県建設業協会

伊那支部主催の道路クリーン作

戦が行われました。伊南バイパ

スのゴミ拾いや国道153号本郷

地区の草刈り等の環境美化にボ

ランティア作業で取り組んでい

ただき、今年は地元から要望の

あった歩道の堆積土砂撤去も実

施されました。

▼天竜川河川美化・清掃活動及

び帰化植物駆除

　７月14日、本郷地籍の天竜川

河川敷で河川美化活動を実施し

ました。日差しの照り付ける中、

約60人の参加者がゴミ拾いと特

定外来植物であるオオキンケイ

ギクの駆除を行いました。

▲�ここでは書ききれない 

お話を町ＨＰにて紹介中！

夏
休
み
の
イ
ベ
ン
ト 

い
い
じ
ま
ラ
ブ
リ
ー
♡
フ
ェ
ス
タ

　

８
月
８
日
、
飯
島
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
飯

小
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開
場
に
「
い
い
じ
ま
ラ
ブ

リ
ー
♡
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
や
水
を
使
っ
た
涼
し
い
企
画
、
新
町
発
足

70
周
年
記
念
で
例
年
よ
り
花
火
も
多
く
打
ち

あ
が
る
な
ど
、
商
工
会
青
年
部
を
中
心
に
訪

れ
た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

道
の
駅
田
切
の
里 

10
周
年
記
念
事
業

　

７
月
26
日
に
、
道
の
駅
田
切
の
里
に
て

「
10
周
年
記
念
事
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
歴
代
社
長
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

る
ほ
か
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
宝
投
げ

な
ど
が
行
わ
れ
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

飯島町公式ホームページ

▲花火写真提供：町内在住 宮
みや

下
し

日
た

向
ひ

葵
ま

(高３)
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町内で活動する隊員の近況報告町内で活動する隊員の近況報告

売
り
込
み
、
塗
り
込
み
、
な
り
き
り
中
！

　

暑
さ
に
負
け
ず
、
飯
島
町
を
売
り
込
み
、

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
塗
り
込
み
、
さ
ら
に
は
お

代
官
様
に
な
り
き
り
。
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
・
田
村
、
今
月
も
振
り
幅
Ｍ
Ａ
Ｘ
で
活
動

中
で
す
！

　

７
月
は
移
住

フ
ェ
ア
に
２
回

参
加
し
、
飯
島

町
ブ
ー
ス
で
移

住
相
談
を
担
当

し
ま
し
た
。
町

の
魅
力
は
も
ち

ろ
ん
、
仕
事
や

住
ま
い
、
実
際
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
良
い

と
こ
ろ
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
も
包
み
隠
さ
ず

お
話
し
し
ま
し
た
。
「
一
度
、
飯
島
町
へ
行

っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

法
被
を
ま
と
い
、
ト
ー
ク
は
フ
ル
ス
ロ
ッ
ト

ル
！
少
々
熱
が
入
り
す
ぎ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
飯
島
談
義
は
し
っ
か
り
届
い
た
…
は

ず
で
す
（
笑
）
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
♪
渡
辺
で
す
。

　

東
京
か
ら
飯
島
町
に
引
っ
越
し
て
き
て
、

４
か
月
が
経
ち
、
飯
島
町
の
夏
を
初
め
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
よ
う
な
「
夏
で

も
涼
し
い
長
野
」
は
も
う
過
去
の
も
の
だ
と

覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
…　

や
っ
ぱ
り
暑

い
。
で
も
し
か
し
！
同
じ
暑
さ
で
も
、
東
京

の
車
の
排
気
ガ
ス
、
人
混
み
、
エ
ア
コ
ン
室

外
機
の
温
風
が
混
ざ
り
合
う
、
あ
の
ジ
メ
ジ

メ
肌
に
ま
と
わ
り
つ
く
暑
さ
と
は
別
物
！

　

空
気
が
美
味
し
く
て
、
通
り
抜
け
る
風
が

と
に
か
く
気
持
ち
い
い
。
今
、
そ
ん
な
飯
島

町
な
ら
で
は
の
空
の
近
く
で
感
じ
る
清
々
し

い
夏
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
と
し
て
４
月
か

ら
始
め
た
古
民
家
の
修

繕
作
業
は
、
ポ
ロ
ポ
ロ

と
落
ち
て
き
て
い
た
砂

壁
を
キ
レ
イ
な
壁
紙
に
、

今
に
も
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
畳

の
床
も
頑
丈
な
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
。
だ
い
ぶ

キ
レ
イ
に
で
き
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
！

　

そ
し
て
、
町
を
知
っ

て
い
た
だ
く
入
口
の
一

つ
が
、
お
試
し
居
住
の

で
き
る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ

ウ
ス
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
気
持
ち
よ
く
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
企
画
政
策
課
総
出

で
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
含
め
補
修
し
ま
し
た
。
板

を
外
し
、
塗
装
し
、
汗
を
流
す
。
全
員
が
こ

の
日
は
職
人
集
団
に
変
身
で
す
。
塗
料
よ
り

汗
の
方
が
多
か
っ
た
気
も
し
ま
す
が
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
抜
群
で
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

課
の
皆
さ
ん
や
協
力

隊
と
飯
島
陣
屋
を
訪

れ
、
町
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
衣
装
も
替
え

て
、
気
分
は
す
っ
か
り

お
代
官
様
。
「
よ
い
で

は
な
い
か
、
近
こ
う
寄
れ
」
と
言
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
の
魅
力
に
加

え
、
仕
事
や
住
ま
い
の
相
談
に
も
親
身
に
応

じ
る
「
話
の
分
か
る
代
官
」
を
目
指
し
ま
す
。

　

９
月
に
は
東
京
の
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開

催
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
回
帰
フ
ェ
ア
」
に
２

日
間
参
加
予
定
で
す
。

　

飯
島
町
と
の
ご
縁
が
一
つ
で
も
多
く
生
ま

れ
る
よ
う
、
今
度
は
江
戸
…
で
は
な
く
東
京

で
、
精
一
杯
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
す
！

　

今
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
こ

と
ば
か
り
の
作
業

と
、
7
月
に
は
暑
さ

も
重
な
り
毎
日
ヘ
ト

ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら

も
、
キ
レ
イ
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
が
嬉
し

く
、
愛
着
さ
え
感
じ
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
東
京
で

移
住
フ
ェ
ア
が
あ
り
、

飯
島
町
の
魅
力
を
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

一
丸
と
な
っ
て
Ｐ
Ｒ

し
て
き
ま
し
た
。

　

沢
山
の
方
々
が
飯
島
町
の
ブ
ー
ス
で
立
ち

止
ま
り
、
沢
山
の
お
話
し
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
、
昨
年
の
移
住
フ
ェ
ア
で
は
来

場
者
と
し
て
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
て
い

た
の
で
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
を
終
え
て
、
東
京
か
ら
飯
島
町
に
帰

っ
た
時
に
、
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
と
と
も
に
、

飯
島
町
に
出
会
え
て
、
飯
島
町
に
引
っ
越
し

て
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
！
改
め
て
感
謝

で
き
た
一
日
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
た
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
適
切
な
利
用
や

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
、
熱
中
症
に

十
分
に
お
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

地地域域おおこしこし協協力力隊通隊通信信

※現在、飯島町に移住して活動している協力隊は７人います(2026年８月現在)。
　町のために奮闘していますので、ぜひご理解とご協力をお願いします！

渡
わた

辺
なべ

 春
はる

菜
な

 隊員

活動内容

移住定住推進

田
た

村
むら

 太
た

一
いち

 隊員

活動内容

移住定住推進
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飯島町図書館
蔵書検索

ウェブサイト問 飯島町図書館

飯島町図書館
TEL：0265-86-5871　FAX：0265-86-5831
開館時間：午前10時から午後６時
休館日：�毎週月曜日、図書館整理日、祝日の翌日、 

年末年始、蔵書点検期間
※月曜日と祝日が重なった場合は開館します。

飯島町文化館
TEL：0265-86-5877　FAX：0265-86-5855
開館時間：午前９時から午後10時まで
休館日：�国民の祝日の翌日、年末年始
※�月曜日と祝日が重なった場合は火曜日
が休館日となります。

休館日：１日（火）、７日（月）、14日（月）、24日（木）、25日（金）、28日（月）、30日（水）９月：長
なが

月
つき

～夜長月

命の宿題「殺処分ゼロ」
を語った日から…
今西乃子・著／新日本出版社

「命を傷つけるのも人間」
だが「命を救い、守り、大切にすることが
できるのも、また人間」だ。あなたは、ど
ちらの人間として生きていきますか。

私の山歩き835峰 
いつのまにか深田95名山に登ってました

川端俊雄・著／梨の木舎

ライフワークとなった山
歩き。いつのまにか、深田95名山に登っ
てました。結果として「深田100分の
95！」

まどろみの星たち

菰野江名・著／ポプラ社

懸命に生きる親子と、寄
り添う保育士たち。「諦めないで。大丈
夫。代わりに私たち保育士がいるんです
よ」

司書おすすめの新着図書！！

※９月２日から利用登録の内容確認をさせていただきます。

※この他にも新着図書があります。詳しくはお問合せ下さい。

飯島町新町発足70周年を記念し、音楽と語り、人形劇のイベントを開催します！

飯島町
文化館
公式SNS

怪談おはなしの森～陣屋のふしぎな一夜～

・8月29日（土）午後７時～午後７時45分

　飯島陣屋（飯島町歴史民俗資料館）

・怪談、怖いおはなし会

※入場は無料ですが、予約が必要です。

※小学生以下は保護者同伴でご参加ください。

絵本とあそぶつどい

・９月６日(日) 午前10時30分～、図書館こどもひろば

・ボランティアさんによるおはなし会

今月のテーマ

■敬老の日読書のすすめ
 「本を読むと若くなる」と言われます。読書が心の健康に

役立つからです。優れた本と一緒に呼吸し、心を豊かに働

かせましょう。

■朝ドラ「ブラッサム」宇野千代
 2026年秋放送開始の連続テレビ小説「ブラッサム」は
明治・大正・昭和を駆け抜け自由を求め続けた作家、宇
野千代がモデルとなっています。
■ひとはこ図書館
 職場体験の中学生と司書体験の小学生が担当します。

問 飯島町生涯学習センター（文化館内）

飯島町文化館飯島町文化館からのからの

お知らせお知らせ

Happy Birthday everyone!

式典の翌日に、「飯島町親善音楽家 with オリジェムフルー

トアンサンブル祝賀コンサート」を開催します。

■日時：９月21日（月）午後２時～

■場所：飯島町文化館大ホール

■ゲスト：宮
みや

沢
ざわ

美
み

帆
ほ

（ソプラノ）

■演奏曲目（予定）

・組曲飯島

・新曲Romanze～風の詩（りんりん祭イメージ曲）初披露

・Happy Birthday変奏曲

・�サウンド・オブ・ミュージッ

クセレクション ほか

語り部と人形師の競演

飯島町で度々公演していただいている語り部平野啓子さ

んの真骨頂「竹取物語」と、本郷を拠点に活動するする人

形師百鬼ゆめひなが飯島に伝わる「犬神様」伝説を舞台化

します。乞うご期待。

■日時：９月23日（水）午後２時～

■場所：飯島町文化館大ホール

・平
ひら

野
の

啓
けい

子
こ

×兎
う

束
づか

俊
とし

之
ゆき

「竹取物語」

・百鬼ゆめひな×エーストックシアター「犬神様物語」
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11
15 日

令和8年

開催日

募集人員

募集期間

お申込先

参加費

150名

飯島町発足70周年記念列車の旅

大　人 5,000円
小学生
以下 3,000円

（中学生以上）

（保護者同伴必須）

※JR運賃・昼食代（お弁当・お茶）・記念品・旅行傷害保険込み

特急車両3両編成予定

( (最小催行人員
50名

募集人員に達し次第締切

旅行企画・実施／ワイプラザ・伊那バス観光株式会社　　企画協力／飯島町役場  健康福祉課旅行企画・実施／ワイプラザ・伊那バス観光株式会社　　企画協力／飯島町役場  健康福祉課

〈1次募集〉
令和8年9月24日〈受付開始10：00〉～10月2日
飯島町内在住者限定（令和8年9月1日時点で住民登録がある方）

〈2次募集〉（１次募集で定員に達しなかった場合のみ）
令和8年10月5日〈受付開始10：00〉～10月9日
町内外の方、どなたでも応募できます。
※電話のみ受付。いずれも先着順です。

ワイプラザ伊那バス観光（株）　TEL.0265-78-4321
営業時間／10：00～17：00　定休日／水曜日・日曜日・祝日
参加者の全員のお名前、生年月日、住所、乗車希望駅を事前に
ご確認ください。

お弁当
付き



観光庁長官登録旅行業 第1830号
日本旅行業協会正会員　旅行業公正取引協議会会員

旅行企画・実施 お申し込み・お問い合わせ先

ワイプラザ・伊那バス観光

〒396-0026  長野県伊那市西町5230

総合旅行業務取扱管理者 ： 村 田　健
担当者 ： 渋谷 健太

●旅行代金／１名　大人 5,000円（中学生以上）  小学生以下3,000円（保護者同伴必須）

●募集人員／150名（最少催行人員50名　募集人員に達し次第募集終了）

●旅行代金に含まれるもの／JR 運賃・昼食代（お弁当・お茶）・記念品・旅行傷害保険

●集合場所／ご希望の乗降可能駅各地にて

●募集締切／定員になり次第締切とさせていただきます。

●添乗員が同行いたします。

●列車内へは危険物及び、ペットの持ち込みはできません。

●ツアー参加者の集まる場所、不特定多数の方が集まる場所（JR構内、列車内含む）は禁煙です。

●詳細は、確定書面（最終旅程表）にてご案内いたします。確定書面は旅行日の７日前までにお送りします。

●最少催行人員に満たない時、旅行日当日荒天等で列車が運行できなくなった場合には催行を中止させ

ていただきます。最少催行人員に満たない場合の中止連絡は、旅行日の14日前までにいたします。

●お申込の際は、弊社からお送りします旅行条件書の確認、旅行申込書に必要事項を記入の上、郵送、

FAX等でお送りいただくか、直接弊社店舗へ御提出ください。

　また、申込金（旅行代金の全額）は、旅行日の14日前までにお近くの郵便局からお振込みいただくか、

弊社店頭にて現金でお支払ください。

●お取消には、所定の取消料を申し受けます。

　旅行開始日の10日前から８日前…旅行代金の20％　７日前から２日前…旅行代金の30％　前日…旅行

代金の40％　当日（旅行開始前）50％　旅行開始後・無連絡不参加の場合…旅行代金の100％

●この旅行条件は、令和８年８月１日を基本としております。

●この旅行は、伊那バス観光(株)旅行業約款「募集型企画旅行契約」によります。

●車内の席割に関しましては、グループ毎の配席になるよう努めますが席数の都合上、相席でのご案内

となる場合がございます。

●当日、メディアによる撮影、取材等が行われる可能性がございます。

日
本
で
一
番
し
ず
か
な
駅
へ

ルート概要　停車駅（予定）

【乗降可能駅】（集合・解散）
　田切・飯島・伊那本郷・七久保・高遠原

〈往路〉
　田切（9：30頃発）　飯島　伊那本郷　七久保　
　　高遠原　田本　為栗　平岡　小和田
　（車両のみ水窪で方向転換）

〈復路〉
　小和田　中井侍　高遠原　
　　七久保　伊那本郷　
　　飯島 　田切（17：30頃着）

TEL.0265-78-4321 
営業時間／10 :00～17:00    定休日／水曜日・日曜日・祝日

〈旅行募集条件〉

下山村下山村

毛賀毛賀

駄科駄科時又時又

川路
天竜峡

千代

N

【下車可能駅】

田本

為栗

平岡

中井侍

小和田至豊橋

伊那小沢
鶯巣

写真はイメージです

温田

門島

唐笠

金野金野

田切
飯島

伊那本郷
七久保

高遠原

至辰野

伊那田島伊那田島

伊那大島伊那大島

天竜川天竜川
下平下平

元善光寺元善光寺

伊那上郷伊那上郷

下市田下市田

上片桐上片桐

山吹

市田

桜町飯田
切石

鼎

伊那八幡

秘境駅散策をお楽しみください。
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目目指指せせミミッッシショョンンククリリアア！！ 秋秋にに見見らられれるるいいききももののたたちち

ミミヤヤママシシジジミミ カカワワララババッッタタ タタイイココウウチチ ミミヤヤママアアカカネネ

アアカカギギツツネネ

昆昆虫虫
エエククスストトララ
ミミッッシショョンン②②

ニニホホンンジジカカ モモズズ シシママヘヘビビ

植植物物
エエククスストトララ
ミミッッシショョンン①①

オオミミナナエエシシ カカワワララナナデデシシココ キキキキョョウウ ササワワヒヒヨヨドドリリ

シシララヤヤママギギクク ママツツムムシシソソウウ セセンンブブリリ セセイイタタカカアアワワダダチチソソウウ

そそのの他他
エエククスストトララ
ミミッッシショョンン③③

ここ１年ほどで町内で撮影された いきものの写真を募集しています。外部の有識者2名による審査を
行い、入選作品はいいちゃん文化祭（１０月２４～２５日）で掲示いたします。
いいちゃん文化祭の来場者の皆様による投票で、金・銀・銅賞を決定します！

等

等

等

絶滅危惧 減少 減少

急増 減少 減少

減少

減少

増加

減少 減少 絶滅危惧

応応募募
期期間間

詳詳細細

４４月月 １１日日（（水水））～～９９月月 ３３００日日（（水水））

応募条件や景品については
町HPでご確認ください。

ーー エエククスストトララミミッッシショョンンのの主主なな対対象象種種 ーー

ミミッッシショョンンククリリアアででももれれななくく全全員員ににププレレゼゼンントト！！

メメイインン
ミミッッシショョンン
（（1100種種投投稿稿））
ククリリアア!!

エエククスストトララ
ミミッッシショョンン
（（どどれれかか１１つつ））
ククリリアア!!

44つつ全全てて
（（メメイインン・・エエククスストトララ３３つつ））

ミミッッシショョンン
ククリリアア!!

減少

ミミヤヤママちちゃゃんん
ピピンンババッッチチ

ミミヤヤママちちゃゃんん
キキーーホホルルダダーー

・強力懐中電灯

※ミッションクリアの
後に表示される
アンケートへのご
回答が必要です。

撮撮りりたためめたた写写真真でで「「生生ききもものの写写真真ココンンテテスストト」」にに応応募募ししよようう！！

応応募募
方方法法

お1人5作品まで
Biomeに投稿した写真もOK!

ながの電子申請サービスで
ご応募ください。

減少減少 減少

・熊スプレー
・高性能
保冷温ボトル

以下のうちのどれか
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いいじま共育レポートいいじま共育レポート

～だれもがつながり、共に育つまち～～だれもがつながり、共に育つまち～
問 教育委員会 学校教育係

地域プロジェクトマネージャー（地プロ）事業

今月は、「第76回 社会を明るくする運動」での講演について紹介します。

自分自分・・地域地域・・世界世界とつながるとつながる

　７月４日(土)、飯島町文化館 大ホールにて「第76回 社会を明るくする運動 青少年健全育

成 伊南地区推進研修会」が開催されました。

　地域プロジェクトマネージャーとして、「いつからでもできる！こどももおとなも、〝自分ら

しく″生きる方法」をテーマに講演を行いました。

グー・チョキ・パーで学ぶグー・チョキ・パーで学ぶ「自分らしく生きる」「自分らしく生きる」

　キーワードは「グー・チョキ・パー」。グーは自分を大切にする力、パーは人を大切にする力、チョキは自分を客観的に

観察する力です。グーのキーワードは、「私はこう思う」。パーのキーワードは、「あなたはどう思う？」。どちらも大切です。

　ただ、自分のコミュニケーションの「癖」や、そこに伴う「思い込み」は、気づかないうちに自分自身を岩のように固

めていきます。「絶対無理」「これしか方法はない」――そうした思い込みへの執着が、時には人を孤立させ、依存や犯罪

につながってしまうこともあります。

　だからこそ、いつもと違うことに触れたり、人と関わったり、世界を見たりする中で、自分を

振り返る力(チョキ)を育て続けることが大切だとお伝えしました。会場のみなさんにも、立っ

てグー・チョキ・パーをつくっていただき、実際に体を動かしながら考える時間としました。

実はひとつでつながっている実はひとつでつながっている「表現アート・寄せ鍋・英会話」「表現アート・寄せ鍋・英会話」

　飯島町で取り組んでいる表現アート・寄せ鍋・英会話も、実はすべて「グー・チョキ・パー」を育てる入り口です。

　「自分」・「地域」・「世界」とつながる中で、自分と人を大切にする在り方を育て、その在り方を振り返り育て続けるきっ

かけ作りにもなると考えています。

　自分をつくり（グー）、人にひらき（パー）、振り返り（チョキ）、また自分をつくっていく…。

　「大人とは、正解を知っている人ではなく、同じ『今』を生きている仲間」「自分も人も大切に

しながら、その方法やバランスを問い続け、変化していこうとする人が一人でも増えれば、お

のずと社会は明るくなっていくのではないか」という言葉で締めくくりました。

「共に生きる」「共に生きる」ことを教えてくれた、ななくぼ鼓笛隊の演奏と横山羽奏さんの作文ことを教えてくれた、ななくぼ鼓笛隊の演奏と横山羽奏さんの作文

　開会を彩ったのは、ななくぼ鼓笛隊の皆さんによる演奏でした。

　一人ひとりが異なる楽器を奏で、それぞれのリズムを重ねながら、ひとつの音楽をつくりあげていく姿に感動しました。

　続く作文発表では、飯島小学校６年生横
よこ

山
やま

羽
わ

奏
かな

さんが、誰かのために自分や周囲の人ができ

ることについて、自分の言葉で語ってくれました。

　鼓笛隊の演奏からは「違うまま、共に生きられる」ということを、羽奏さんの作文からは「み

んな、誰かの支えになれる」ということを、私自身も教わりました。

～地プロのつぶやき～　～地プロのつぶやき～　「社会を明るくする」とは…？「社会を明るくする」とは…？

　「社会を明るくする運動」と聞いた時、正直、少し大きなテーマだなと感じました。でも話しなが

ら気づいたのは、特別なことをする必要はないということ。自分の気持ちに気づくこと。人と関わる

こと。いつもと違う景色を見てみること。

　そんな小さな積み重ねが、結局は一番の防止策になるんじゃないか――そんなことを考えながら話

していました。うまく伝えられたかは、正直わかりません。

　でも、グーやパーを実際につくってくれたみなさんの表情を見て、何かは届いたはずだと感じています。そしてこれ

も、「今」の私の考えです。あなたはどう思いますか？また教えてもらえたら嬉しいです。
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営農センターだより営農センターだより 第 第９９号号

問 産業振興課 農政係

　「町営農センター」は、“地域複合営農”を掲げ、専業農家も兼業農家もそれぞれに合った農業を続けられるように、

昭和61年に農業者、町、ＪＡ、関係団体など地域ぐるみで立ち上げ、農業農村の活性化(振興)に取り組む組織です。

　「農業や農村をより身近に」「農業に少しでも興味や関わりを」「農業に改めて向き合って」という思いを込めて、 

ＣＡＴＶの営農センターだよりに加え、町広報紙でも定期的に情報発信をしていきます。

町内各地で町内各地で雑草イネ雑草イネが発生しています！が発生しています！

　雑草イネとは、見た目は水稲にそっくりな雑草のことです。雑草イネの籾
もみ

は「赤米（あ

かまい）」と呼ばれ、これが収穫物の中に混ざってしまうとお米の等級を下げる原因とな

ります。取れたお米を色彩選別機にかけて「赤米」を除去しても、田んぼで撲滅する対策

を打たない限り数年で圃場全体に広がり、色彩選別機でも除去しきれなくなります。

■雑草イネの見分け方

・稲の背が高い

・穂の先の毛が赤色

・軽く触るだけで籾がポロポロと落ちる

※近年コシヒカリとまったく同じ見た目の雑草イネも確認されています。

★徹底対策

・JAや上伊那農業農村支援センターに相談し、効果の高い除草剤を使いましょう！

・雑草イネが発生した田んぼは翌年に向けて転作を考えましょう。転作に切り替え、イネ科の除草剤を使うのが最も

効果的です。飯島町再生協議会では雑草イネ発生圃場を転作した場合に得られる補助金があります。

■雑草イネ対策支援事業

対象：農業者

①雑草イネ発生圃場での転作（３年間継続）　助成単価：4,000円/10a

②雑草イネに効果のある除草剤散布（原則複数年）　助成単価：2,000円/10a

　飯島町営農センターでは８月に町内全域で調査を行い、雑草イネの発生している耕作者には通知文を送ります。　飯島町営農センターでは８月に町内全域で調査を行い、雑草イネの発生している耕作者には通知文を送ります。

　通知の届いた方は翌年の雑草イネ対策をお考えください。　通知の届いた方は翌年の雑草イネ対策をお考えください。

夏の農作業は夏の農作業は熱中症熱中症に気をつけましょう！に気をつけましょう！

　長野県内で農作業の熱中症事故が増えています。以下の点に気をつけて農作業を行いましょう。

・気温の高い時間帯を避けて作業をしましょう。

・こまめな水分、塩分補給をしましょう。

　のどが渇いていなくても20分おきにコップ１杯以上の水分補給が推奨されています。

飯島町営農センター事務局（産業振興課農政係）　電話：８６-３１１１　FAX：８６-６７８１
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正しく分別して適切に排出！正しく分別して適切に排出！
～充電式小型家電（～充電式小型家電（発火性危険物発火性危険物）編～）編～

問 住民税務課 環境共生エネルギー係

　令和８年４月から充電式小型家電の回収が始まりましたが、ルールが守られずに出されることがありま

す。そこで今回は、町が皆さんへ特に伝えたい「リチウムイオン電池等（「リチウムイオン電池」・「ニカ

ド電池」・「ニッケル水素電池」）を使った充電式小型家電」の分別・排出方法についてお知らせします！

１ 必ずテープなどで絶縁処理をしよう！

端子部分をしっかりと絶縁しましょう。

テープはセロハンテープでも大丈夫だよ！

２ 透明のビニール袋に入れて口をしばろう！

正しく絶縁処理ができたら、透明なビニール袋（袋のサイズ45cm×30cm

以内）に入れて、口をしばってください。その際に記名はいらないよ！

３ ペール缶の中に入れよう！

ごみの集積所に置いてある緑色の丸いペール缶の中にそっと入れましょう。 

入れ終わったら、必ずふたをしてロックをかけよう！

暑さ対策でペール缶は日陰に置いてね！

少しでも膨張・変形したもの、発火の痕跡があるバッテリー等は絶対に入れないでください。少しでも膨張・変形したもの、発火の痕跡があるバッテリー等は絶対に入れないでください。

役場住民税務課の窓口で回収します。
※ペール缶は充電式小型家電専用です。その他のものは入れないでください。

■悪い例

■小型家電と充電式小型家電のちがい

　「小型家電」はコンセントや乾電池などで動く製品を指し、「充電式小型家電」は製品の

中にリチウムイオン電池等を内蔵しコードレスで繰り返し充電して使える製品を指します。

　詳しくは、町ホームページをご覧ください！

ビニール袋に

入っているが、

テープで絶縁さ

れていない

小型家電に出す

べきものが混入

(腕時計・乾電池式

のファン・体温計)

テープで絶縁

テープで絶縁

テープで絶縁

テープで絶縁
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飯島町立地適正化計画に伴う届出について飯島町立地適正化計画に伴う届出について
問 建設水道課 都市計画係

　飯島町では、令和８年３月に飯島町立地適正化計画を策定・公表したことに伴い、都市再生特別措置

法に基づく「届出」が新たに義務づけられました。以下の行為を行う場合、着手の30日前までに届出が

必要となる場合があります。

１ 誘導施設の届出
■都市機能誘導区域の外で行う以下の行為

・誘導施設を開発・建築する場合

・建築物を改築又は用途変更し、誘導施設を有する建築物とする場合

■都市機能誘導区域の内で行う以下の行為

・誘導施設を休廃止しようとする場合

２ 居住誘導区域外における届出
■居住誘導区域の外で行う以下の行為

・３戸以上の住宅を開発・建築する場合

・１戸又は２戸の住宅の開発が1,000㎡以上の場合

・�建築物を改築又は用途変更し、３戸以上の住宅等とする場合

誘導施設と誘導区域（都市機能誘導区域・居住誘導区域）

詳細はホームページを

ご確認ください。
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七
久
保
駅
南 

新
田
第
一
踏
切
の

歩
道
設
置
工
事
に
伴
う
踏
切
封
鎖
に
つ
い
て

工
事

問 

建
設
水
道
課 

建
設
係

　

新
田
第
一
踏
切
は
、
道
路
幅
員
が
狭
く
、
車
両
の
通
行
中
は
歩
行
者
の
通
行
が
困
難
な
踏
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
令
和
７
年
12
月
か
ら
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
歩
道
設
置
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
踏
切
東
側
の
歩
道
が
完
成
し
、
今
年
度
は
、
９
月
２
日（
水
）か
ら
踏
切
を
封
鎖
し
、
踏
切
内

の
歩
道
設
置
工
事
を
行
い
ま
す
。
踏
切
封
鎖
期
間
中
は
、
迂
回
い
た
だ
く
な
ど
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
踏
切
内
歩
道
設
置
工
事

・�

日
程 

令
和
８
年
９
月
２
日
（
水
）
か
ら 

令
和
９
年
５
月
ま
で
（
予
定
）

・�
道
路
規
制 

全
面
通
行
止
め(

踏
切
通
り
抜
け
不
可)

■
踏
切
西
側
歩
道
設
置
工
事

・�

日
程 

令
和
９
年
４
月
か
ら 

令
和
９
年
10
月
ま
で
（
予
定
）

・�

道
路
規
制 

片
側
通
行
止
め

※�

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
現
時
点
の
予
定
で
あ

り
、
昨
今
の
中
東
情
勢
等
に
よ
り
遅
れ

が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

歩道設置イメージ図

（踏切西側から望む）

新設歩道

幅員2.5m

既設車道

幅員2.7m

全体図及び迂回路図

令和９年４月から工事(予定)

令和８年３月完成

令和８年９月２日から工事
踏切封鎖 ※通り抜けできません
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７
月
９
日
、
七
久
保
診
療
所
の
管
理
委

託
契
約
に
関
し
て
、
新
田
「
支
え
合
い
」

の
会
と
飯
島
町
と
の
調
印
式
を
取
り
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
は
、
い
つ
診
療
所
医
師
が
赴

任
し
て
も
人
の
手
が
入
っ
た
環
境
で
診
療

し
て
も
ら
え
る
よ
う
新
田
「
支
え
合
い
」

の
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
七
久
保
診
療

所
・
医
師
住
宅
の
管
理
を
委
託
す
る
も
の

で
す
。

　

唐
澤
町
長
か
ら
は
「
町
は
赴
任
医
師
が

見
つ
か
る
よ
う
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
も
し
現
地
を
見
た
い
と
い

う
時
い
つ
で
も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

皆
さ
ん
に
は
無
理
の
な
い
範
囲
で
管
理
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

受
託
す
る
新
田
「
支
え
合
い
」
の
会　

紫
芝
代
表
か
ら
は
「
医
師
確
保
は
地
域
の

悲
願
で
も
あ
り
実
現
に
向
け
て
会
と
し
て

も
協
力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
施
設
を
見

て
み
た
い
方
は
、
会
の
代
表
紫し

芝し
ば

龍た
つ

夫お

さ

ん
（
電
話
８
６-

３
４
３
９
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

飯
島
町
で
は
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
条
例
に
よ
り
屋
外
広
告
物
の 

表
示
・
設
置
に
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
許
可
申
請
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

■
許
可
の
有
効
期
限　

３
年
間

※�

許
可
期
間
以
降
も
継
続
し
て
表
示
す
る

場
合
は
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
許
可
手
数
料

　
※
大
き
さ
等
に
よ
り
決
定 

　

１
基 

１
０
０
円
～

【
Ｒ
７
年
度
実
績
】

　

～　
　

２
１
０
０
円　

31
件

　

～　
　

６
５
０
０
円　

９
件

　

～
１
万
６
８
０
０
円　

４
件

　

～
２
万
７
２
０
０
円　

２
件

■
違
反
等
へ
の
措
置

　

屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
罰
金
に
処
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
の
適
正
化
を
進
め
る
た
め
、

９
月
１
日
か
ら
10
日
の
期
間
中
は
町
内
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
禁
止
広
告
物
や
危
険

な
状
態
に
あ
る
広
告
物
の
除
却
や
改
善
等

を
求
め
ま
す
。
町
内
で
景
観
を
損
な
う
看

板
や
、
破
損
し
た
広
告
物
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
建
設
水
道
課
都
市
計
画
係
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
屋
外
広
告
物
に
あ
た
る
も
の

「�

常
時
ま
た
は
一
定
期
間
継
続
し
て
建

物
や
道
路
沿
い
な
ど
の
屋
外
で
公
衆

に
向
け
て
表
示
・
設
置
さ
れ
る
も
の
」

■
規
制
地
区
の
区
分

　

�

条
例
・
規
則
に
よ
り
、「
禁
止
地
域
」

と
「
許
可
地
域
」
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
許
可
申
請

　

�

①
地
元
同
意
→
②
申
請
書
提
出
→ 

③
手
数
料
納
付
→
④
審
査
→ 

⑤
許
可
証
交
付 ９

月
１
日
か
ら
10
日
は 

「
屋
外
広
告
物
適
正
旬
間
」

景
観

問 

建
設
水
道
課 

都
市
計
画
係

七
久
保
診
療
所

管
理
委
託
調
印
式

募
集

問 

健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係
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「
大
せ
い
こ
う
の
音
楽
会
」

　

紹
し
ょ
う

介か
い

す
る
人ひ

と

　
　

七な
な

久く

保ぼ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う　

２
年ね

ん　

�

上か
み

村む
ら

月つ
き

乃の 

宮み
や

下し
た

弥や

羽は
ね 

紫し

芝し
ば

咲え
み

成な

と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
体
験

　

夏
本
番
、
田
切
農
産
さ
ん
の
畑

で
と
う
も
ろ
こ
し
の
も
ぎ
取
り
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
味
し
い
と
う
も
ろ
こ
し
の
見
分

け
方
を
お
聞
き
し
て
か
ら
、
広
い

畑
の
中
で
親
子
一
緒
に
探
し
て
も

ぎ
取
り
ま
し
た
。
夏
の
太
陽
を

い
っ
ぱ
い
浴
び
た
と
う
も
ろ
こ
し

は
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
実
が
ぎ
っ

し
り
と
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
親

子
で
汗
を
か
い
て
収
穫
し
た
と
う

も
ろ
こ
し
の
味
は
格
別
だ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

七
夕
飾
り
作
り

　

竹
を
セ
ン
タ
ー
の
室
内
に
設
置

し
、
七
夕
飾
り
の
制
作
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
も
大
人
も
、
短
冊

に
思
い
思
い
の
願
い
事
を
書
き
飾

り
ま
し
た
。
織
姫
様
や
彦
星
様
の

顔
を
描
い
た
り
、
お
星
さ
ま
に

シ
ー
ル
を
貼
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

の
り
で
〇
や
◇
を
つ
な
げ
る
の
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。
７
月
７
日
に

は
、
七
夕
飾
り
の
前
で
み
ん
な
で

七
夕
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
み
ん

な
の
素
敵
な
お
願
い
が
叶
い
ま
す

よ
う
に
☆
彡 ７

が
つ
の

で
き
ご
と
か
ら
…

　

音お
ん

楽が
く

会か
い

を
せ
い
こ
う
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二に

年ね
ん

生せ
い

の
音お

ん

楽が
く

会か
い

で
は
ス
イ
ミ
ー
を
し
ま
し

た
。
も
の
が
た
り
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

　

う
た
は
、
９
ふ
ん
あ
っ
た
の
で
な
が
か
っ
た

で
す
。

　

一い
ち

年ね
ん

生せ
い

と
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
と
き
も
ほ
ん
ば

ん
も
一い

ち

年ね
ん

生せ
い

が
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
れ
ん
し
ゅ
う
の
と

き
は
、
ど
き
ど
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
ん
ば

ん
は
、
は
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
楽た

の

し
か
っ
た
し
、

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

さ
い
し
ょ
は
、
ど
き
ど
き
し
た
け
ど
、
ど
ん
ど

ん
た
の
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
い
ご
に
赤あ

か

い
ひ
も
で
魚

さ
か
な

の
か
た
ち
を
つ
く
り
ま
し
た
。
も

の
が
た
り
が
せ
い
こ
う
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

【
原げ

ん

文ぶ
ん

の
ま
ま
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
】

　

こ　
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ひまわりっこひまわりっこ

飯
いい

島
じま

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

　１年
ねん

１組
くみ

　伊
い

藤
とう

　心
ここ

菜
な

　私
わたし

は、飯
いい

島
じま

町
まち

をミヤマシジミがあふれる

町
まち

にしたいです。今
いま

は、ミヤマシジミ里
さと

の

会
かい

のみなさんがコマツナギを植
う

えたり、草
くさ

刈
か

りをしたりしてくれているので、成
せい

虫
ちゅう

の

ミヤマシジミが増
ふ

えてきています。そし

て、２０２５年
ねん

には、飯
いい

島
じま

町
まち

の町
まち

の蝶
ちょう

に決
き

められて、２０２６年
ねん

には町
まち

の天
てん

然
ねん

記
き

念
ねん

物
ぶつ

に指
し

定
てい

されました。ミヤマシジミが増
ふ

えて

きているので、私
わたし

は町
まち

中
じゅう

にミヤマシジミが

あふれて、町
ちょう

民
みん

の１
ひ と り

人となっていけるよう

にしていきたいです。そして、学
がっ

校
こう

の登
とう

下
げ

校
こう

中
ちゅう

や敷
しき

地
ち

内
ない

でもみかけることができる環
かん

境
きょう

をつくっていきたいです。そのために

は、ミヤマシジミ里
さと

の会
かい

主
しゅ

催
さい

のイベントな

どに参
さん

加
か

して、ミヤマシジミのことをもっ

と知
し

っている人
ひと

が増
ふ

えて、少
すこ

しずつ町
まち

のみ

んなで協
きょう

力
りょく

して、ミヤマシジミが生
せい

活
かつ

しや

すい町
まち

の環
かん

境
きょう

をつくっていきたいです。

【原
げん

文
ぶん

のまま掲
けい

載
さい

しています】

飯
いい

島
じま

保
ほ

育
いく

園
えん

の年
ねんちょう

長さんたち

「大
おお

きくなったら

　　　　　　　　何
なに

になりたい？」

飯
いい

島
じま

小
しょう

学
がっ

校
こう

　理
り　か　せん　か

科専科　理
り 　 か

科（生
せい　ぶつ

物）

　　 松
まつ

﨑
ざき

　善
よし

幸
ゆき

 先
せん

生
せい

令
れい

和
わ

８年
ねん

４月
がつ

、南
みなみ

箕
みの

輪
わ

小
しょう

学
がっ

校
こう

か

ら飯
いい

島
じま

町
まち

へ。出
しゅっ

身
しん

は、駒
こま

ヶ
が

根
ね

市
し

。

Ｑ．モットーは？　　　Ａ．�明
あか

るく元
げん

気
き

に！

Ｑ．趣
しゅ

味
み

・特
とく

技
ぎ

は？　　Ａ．野
や

鳥
ちょう

観
かん

察
さつ

Ｑ．好
す

きな食
た

べ物
もの

は？

Ａ．カレー、食
しょく

欲
よく

が増
ま

すから

Ｑ．先
せん

生
せい

になったきっかけは？　Ａ．なんとなく

Ｑ．今
いま

、はまっていることは？　Ａ．ストレッチ

Ｑ．学
がっ

校
こう

の印
いん

象
しょう

？

Ａ．どうして理
り

科
か

室
しつ

が３階
かい

にあるのかな？めずらしい

Ｑ．町
まち

で気
き

に入
い

っている場
ば

所
しょ

と理
り

由
ゆう

？

Ａ．道
みち

の駅
えき

田切の里、すずらんソフトが好きだから

Ｑ．最
さい

近
きん

、嬉
うれ

しかったこと？

Ａ．理
り

科
か

室
しつ

でモンシロチョウがたくさん羽
う

化
か

しました

Ｑ．飯
いい

島
じま

町
まち

の皆
みな

さんへ一
ひと

言
こと

お願
ねが

いします！

Ａ．�学
がっ

校
こう

へお出
で

かけください！ 

よろしくお願
ねが

いします。

カメラマンカメラマン

ぷりきゅあぷりきゅあ

しょうぼうたいいんしょうぼうたいいんけいさつかんけいさつかん
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信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ

　
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
開
催
が 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
決
定
し
ま
し
た
！

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
国
ス
ポ
）
に
お
け
る

「
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
」
と
は
、
令
和
10
年

（
２
０
２
８
年
）
に
行
わ
れ
る
本
大
会
に
向
け
た

運
営
能
力
の
向
上
や
、
開
催
地
域
の
国
ス
ポ
及
び

競
技
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
機
運
醸
成
を
目
的

と
し
て
、
本
番
前
に
各
競
技
会
場
で
開
催
さ
れ
る

プ
レ
大
会
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
８
年
７
月
９
日
に
開
催
さ
れ

た
信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
実
行
委
員

会
第
３
回
競
技
運
営
専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
信

州
や
ま
な
み
国
ス
ポ 

競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

と
し
て
、
２
０
２
７
年
度(

男
子
第
69
回
・
女
子

第
49
回
）
全
日
本
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
社
会
人
チ
ー
ム
の
日
本
一
を
決

定
す
る
、
国
内
最
高
峰
の
大
会
で
、
令
和
９
年
９

月
11
日
（
土
）
～
15
日
（
水
）
に
、
本
大
会
と
同

様
、
駒
ケ
根
市
と
飯
島
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

１
年
後
、
全
国
か
ら
や
っ
て
く
る
強
豪
チ
ー
ム

や
地
元
選
手
た
ち
を
最
高
の
応
援
で
迎
え
ら
れ
る

よ
う
、
今
か
ら
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

新町発足70周年記念事業のご紹介！新町発足70周年記念事業のご紹介！
問 総務課 総務係

特別事業

４月18日（土）～明治の信州「県庁めぐり」ウォーク

９月20日（日）　70周年記念式典・黒
くろ

川
かわ

伊
い

保
ほ

子
こ

氏講演会

９月21日（月）　竹
たけ

下
した

正
まさ

登
と

フルートコンサート

９月23日（水）　�平
ひら

野
の

啓
けい

子
こ

×兎
う

束
づか

俊
とし

之
ゆき

:竹取物語 

百鬼ゆめひな×A-Stock Theater:犬神様物語

10月24日（土）　長野県警察音楽隊コンサート

11月15日（日）　記念列車の旅

11月22日（日）　信州プロレス

12月13日（日）　NHK「おかあさんといっしょ」ファンターネ

★飯島町70年の歩み展、伊那県ミニ企画展

★記念誌製作・プロモーション動画作製

冠事業

４月24日（金）　水神祭

６月７日（日）　いいじま環境フェア

６月28日（日）　消防団ファイヤーエキシビジョン

10月24日（土）　いいちゃん産業祭り

10月24日（土）、25日（日）　いいちゃん文化祭

10月31日（土）　いいちゃんウォーク

令和９年２月27日　町長杯「囲碁ボール大会」

冠事業

８月８日（土）　ラブリーフェスタ

８月11日（火）　りんりん祭

11月22日（日）　米俵マラソン

　この他にも、記念広告や横断幕、ロゴ、ノベル

ティグッズ、「飯島水」ペットボトル、記念封筒、

記念切手、まち駅町民カレンダー等さまざまな記念

事業を行っています。

楽しそうなイベントいっぱい！ ▶詳細は、特設ページを

ご確認ください。
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７月の戸籍

　
短
　
歌

猛
暑
日
の
次
は
酷
暑
日
記
録
新

　
雨
欲
し
け
れ
ど
と
こ
ろ
に
よ
ら
ず織

田
信
行

伊
那
谷
に
篠
つ
く
雨
の
降
り
し
日
よ

　
昔
と
な
り
し
あ
の
三
六
は

桃
澤
美
寿
々

病
窓
に
映
る
鮮
や
か
さ

　
そ
に
包
ま
れ
て
命
を
繋
ぐ

湯
沢
て
る
子

今
日
も
ま
た
体
の
動
く
に
気
を
よ
く
し

　
午
後
の
ひ
と
時
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む上

前
　
守

目
に
映う

つ

り
心
に
ひ
び
く
大
自
然

　
夕
焼
け
雲
を
黄
金
に
染
め
て

鳳
来
山
人

　
俳

　
句

　

浴
衣
着
て
ち
ょ
っ
と
す
ま
し
て
見
る
鏡

福
澤

　
幸
子

手
抜
き
家
事
薬
味
こ
ぼ
れ
る
冷
奴吉

澤
　
友
子

走
馬
燈
哀
感
に
生
き
一
世
紀

土
村
ま
さ
子

結
び
合
う
ラ
イ
ン
の
五
人
青
葉
光北

澤
　
寿
美
　

夏
の
夜
や
見
上
げ
て
ご
ら
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

小
池
さ
ち
子

唐澤隆 
町長 
コラム

８月号のコラムのテーマは「飯島町と合併」
　

今
回
は
、
飯
島
町
が
関
わ
っ

て
き
た
合
併
の
話
し
で
す
。

　

ま
ず
、
明
治
22
年
の
市
町
村

制
施
行
に
よ
り
「
飯
島
村
」
と

「
七
久
保
村
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
昭
和
28
年
に
「
町
村

合
併
促
進
法
」
が
制
定
さ
れ
、

全
国
で
合
併
が
進
む
中
、
昭
和

31
年
２
月
に
七
久
保
か
ら
飯
島

へ
合
併
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、

同
年
９
月
30
日
に
両
町
村
が
合

併
し
、
人
口
１
万
１
６
１
４
人

の
新
た
な
「
飯
島
町
」
が
発
足

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
コ
ラ

ム
で
話
し
て
き
た
70
年
の
あ
ゆ

み
が
始
ま
る
の
で
す
が
、
合
併

か
ら
半
世
紀
近
く
が
過
ぎ
た
平

成
11
年
の
法
改
正
を
き
っ
か
け

に
「
平
成
の
大
合
併
」
の
波
が

全
国
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
平
成
13
年
頃
か
ら

広
域
で
の
合
併
検
討
が
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
15
年
に
は
駒
ヶ
根

市
・
飯
島
町
・
中
川
村
・
宮
田
村

の
４
市
町
村
に
よ
る
合
併
協
議

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
市
に
な
る
話
だ
っ
た
！

　

し
か
し
住
民
意
向
調
査
で
反

対
が
多
数
に
な
り
、
こ
の
協
議

会
は
一
度
解
散
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
の
「
ふ
る
さ
と

づ
く
り
計
画
」
の
策
定
に
あ
わ

せ
て
再
度
意
向
調
査
を
行
い
、

平
成
16
年
に
は
「
中
央
ア
ル
プ

ス
市
」
の
名
称
案
の
も
と
、
駒

ヶ
根
市
・
飯
島
町
・
中
川
村
の
３

市
町
村
で
協
議
を
進
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
17
年
２
月
の

意
向
調
査
で
も
反
対
が
過
半
数

と
な
り
、
同
年
３
月
末
を
も
っ

て
協
議
会
は
解
散
さ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
話
し
合
っ
た
！

　

全
国
の
自
治
体
数
が
約
半
数

へ
と
激
変
す
る
中
、
先
人
た
ち

が
選
択
し
て
き
た
こ
の
歩
み
こ

そ
が
、
現
在
の
飯
島
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
右
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
る
記
念
事
業
も
未

来
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
企
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

 こんにちは赤ちゃん

 佐
さ

々
さ

木
き

　唯
ゆい

ちゃん	 （荒田）

　　　　駿
しゅん

・美
み

千
ち

子
こ

さん

 ご冥福をお祈りします

　齋
さい

藤
とう

　勝
かつ

美
み

さん　 89歳（新田）

　木
きの

下
した

　茂
しげ

宏
ひろ

さん　 92歳（高尾）

　堀
ほり

内
うち

　建
たて

美
み

さん　 83歳（北河原）

　木
き

澤
ざわ

　君
きみ

子
こ

さん 　94歳（春日平）

　加
か

藤
とう

　正
まさ

弘
ひろ

さん 　83歳（赤坂）

　宮
みや

下
した

　初
はつ

美
み

さん 　88歳（新屋敷）

　小
こ

池
いけ

　昭
あき

男
お

さん 　83歳（南田切）

　宮
みや

下
した

　孝
たか

夫
お

さん 　81歳（北村）

　宮
みや

下
した

　　茂
しげる

さん 　86歳（南街道）

　宮
みや

下
した

まゆみさん 　54歳（柏木）

※掲載の承諾を頂いた方のみ

　掲載しています。

町のホームページでも紹介しています。 
ぜひご覧ください！
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９９
月月

更
生
保
護
活
動
へ
の
賛
助
募
金

更
生
保
護
活
動
へ
の
賛
助
募
金

の
お
願
い

の
お
願
い

　

犯
罪
や
非
行
に
陥
っ
た
人
た
ち

の
自
立
更
生
の
た
め
の
支
援
活
動

や
、
地
域
の
犯
罪
・
非
行
の
予
防

を
図
る
更
生
保
護
活
動
は
、
保
護

司
を
は
じ
め
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
毎
年
、
自
治
会

を
通
じ
て
更
生
保
護
活
動
に
対
す

る
賛
助
募
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
１
戸
１
０
０
円
を
目

標
に
、
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
住
民
税
務
課
住
民

係
の
窓
口
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ 

住
民
税
務
課
住
民
係

※�

申
請
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、

必
ず
事
前
に
健
康
福
祉
課　

地

域
福
祉
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

お
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課 

地
域
福
祉
係

令
和
８
年
度
上
伊
那
広
域
連
合

令
和
８
年
度
上
伊
那
広
域
連
合

職
員
採
用
試
験
実
施

職
員
採
用
試
験
実
施

　

上
伊
那
広
域
連
合
で
は
令
和
９

年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
職
種

・
事
務
職
員
、
消
防
職
員

※
新
規
採
用
お
よ
び
経
験
者
採
用

■
会
場

　

上
伊
那
広
域
連
合(

い
な
っ
せ
３
階)

■
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
受
験

申
込
み
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

※�

郵
送
、
持
参
に
よ
る
申
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
一
般
事
務
、
消
防
士
】

■
受
付
期
間

　

�

９
月
11
日(

金) 

午
後
５
時
15
分
ま
で

■
第
一
次
試
験
日

　

９
月
20
日(

日)

【
消
防
経
験
者
】

■
受
付
期
間

　

�

９
月
25
日(

金) 

午
後
５
時
15
分
ま
で

市
民
後
見
人
養
成
講
座
受
講
者
募
集

市
民
後
見
人
養
成
講
座
受
講
者
募
集

■
日
程

　

11
月
６
日
か
ら
12
月
４
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日(

全
５
回)

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

■
会
場

　

伊
那
市
福
祉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

10
名
程
度

※
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

９
月
７
日(

月)

～
24
日(

木)

■
受
講
料

　

テ
キ
ス
ト
代
等
は
実
費

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
を
伊
那
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
提
出(

申
込
書
は

健
康
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す)

■
お
問
合
せ

　

上
伊
那
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

（
伊
那
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

☎
０
２
６
５
‐
９
６
‐
８
０
０
８

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に  

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
と
は
、
結

核
や
肺
が
ん
・
そ
の
他
の
胸
部
疾

患
を
な
く
し
、
健
康
で
明
る
い
社

会
を
作
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
た

募
金
で
す
。
結
核
に
つ
い
て
は
、

日
本
で
も
１
日
に
28
人
が
発
病
し

４
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
感
染

症
で
す
。
収
益
金
は
、
結
核
予
防

の
普
及
啓
発
活
動
、
開
発
途
上
国

へ
の
対
策
支
援
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
福
祉
課
保
健
医
療
係
窓
口

に
募
金
箱
を
設
置
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
募
金
箱
設
置
期
間

　

９
月
１
日(

火)

～
30
日(

水)

■
募
金
箱
設
置
場
所
・
お
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課 

保
健
医
療
係

緑
の
募
金
協
力
へ
の
お
礼

緑
の
募
金
協
力
へ
の
お
礼

　

皆
さ
ま
か
ら
の
善
意
に
よ
り
緑

の
募
金
は
、
本
年
度
総
額
45
万
２

千
９
６
５
円
と
な
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

募
金
は
、
「(

財)

緑
の
基
金
」

に
よ
り
森
林
の
整
備
・
緑
化
の
推

進
・
緑
を
通
じ
た
国
際
協
力
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
飯
島
町
に
も
募
金
の
一
部

が
還
元
さ
れ
ま
す
の
で
、
小
中
学

生
等
の
緑
化
推
進
事
業
費
と
し
て

活
用
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
緑
の
募
金
活
動
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【�

募
金
に
協
力
を
い
た
だ
い
た

方
々(

敬
称
略)

】

一
般
家
庭
・
小
中
学
校
・
飯
島
町

建
設
業
協
会
・
上
伊
那
農
協
飯
島

支
所
・
登
美
屋
建
設
・
町
役
場

■
お
問
合
せ

　

産
業
振
興
課 

耕
地
林
務
係

飯
島
町
住
民
税
非
課
税
世
帯
エ

飯
島
町
住
民
税
非
課
税
世
帯
エ

ア
コ
ン
設
置
促
進
事
業
補
助
金

ア
コ
ン
設
置
促
進
事
業
補
助
金

　

猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク
増

加
を
踏
ま
え
、
居
住
す
る
住
宅
に

エ
ア
コ
ン
が
未
設
置
の
生
活
保
護

世
帯
を
含
む
住
民
税
非
課
税
世
帯

を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
等
に

係
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

■�

申
請
期
限 

９
月
30
日(

水)

ま
で

■
対
象
世
帯
及
び
補
助
額

　

申
請
日
に
お
い
て
飯
島
町
に
住

所
が
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の

世
帯
の
う
ち

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

◇
補
助
額　

�

設
置
費
用
の
２
／
３ 

上
限
４
万
８
千
円

②
生
活
保
護
世
帯

◇
補
助
額　

�

設
置
費
用
の
全
額 

上
限
７
万
３
千
円

定例開催日は設けません。
個別で対応しますので、
担当までご連絡ください。

町民と町長のほっと懇談会
９月の開催日

※予約申し込みが必要です。

問総務課 文書広報係

９月の納税 国民健康保険税 第４期分（普通徴収）　【納期限】９月30日(水)
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■
第
一
次
試
験
日

　

10
月
３
日(

土)

※�

詳
細
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

上伊那

広域連合

【
町
の
相
談
】

◆�

結
婚
相
談 

９
月
13
日(

日)  

午
後
３
時
～
５
時 

飯
島
町
文
化
館 

相
談
室
 

相
談
員　

小こ

林
ば
や
し

ひ
と
み 

☎
０
９
０-

４
７
６
２-

２
８
８
７

◆�

教
育
相
談 

火
・
木
・
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

問
子
育
て
支
援
係 

☎
８
６-

６
７
１
１ 

相
談
員　

堀ほ
り

内う
ち

澄す
み

惠え

◆�

子
ど
も
に
関
す
る
家
庭
相
談 

月
～
金
曜
日(

祝
日
除
く) 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

問
子
育
て
支
援
係 

☎
８
６-

６
７
１
１

◆�

子
育
て
相
談 

月
～
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

い
い
っ
子
セ
ン
タ
ー 

☎
８
６-

８
１
３
１

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す

◆�

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談(

予
約
制) 

公
認
心
理
師
に
よ
る
個
別
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
相
談 

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
保
健
医
療
係 

☎
８
６-

３
１
１
１

◆�

定
例
健
康
相
談 

９
月
29
日(
火) 

受
付
時
間 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

問
保
健
医
療
係

◆�

高
齢
者
・
介
護
相
談
日 

９
月
８
日(

火) 

午
前
９
時
～
午
後
４
時 

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◆�

も
あ
い
ど
こ
ろ 

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
方
、
ひ

き
こ
も
り
が
ち
な
方
の
た
め
の

居
場
所(

事
前
予
約
制) 

９
月
17
日(

木) 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

い
い
じ
ま
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
喫
茶
も
あ
い
１
階 

問
地
域
福
祉
係

【
町
社
協
の
相
談
】

【
町
社
協
の
相
談
】

◆�

ひ
き
こ
も
り
相
談(

事
前
予
約
制) 

９
月
９
日(

水) 

①
午
後
２
時
～　

②
午
後
３
時
30
分
～ 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
石
楠
花
苑 

問
飯
島
町
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
８
６-

５
５
１
１

【
そ
の
他
の
相
談
】

【
そ
の
他
の
相
談
】

◆�

行
政
相
談 

９
月
19
日(

土) 

午
前
10
時
～
正
午 

相
談
委
員　

田た

沢ざ
わ

義よ
し

郎ろ
う 

飯
島
成
人
大
学
セ
ン
タ
ー 

☎
８
６-

４
８
６
３

◆�

風
の
谷
の
虹
色
ピ
ア
カ
フ
ェ(

虹

ピ
ア) 

９
月
29
日(

火) 
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

風
の
谷
絵
本
館

【
講
師
】�

は
み
ん
ぐ 

高た
か

橋は
し

泰や
す

宏ひ
ろ 

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー

　

問
地
域
福
祉
係

◆�

ま
い
さ
ぽ
上
伊
那
出
張
相
談
会

（
生
活
や
就
労
な
ど
の
無
料
相
談)

　

問
ま
い
さ
ぽ
上
伊
那

　

☎
０
２
６
５-

９
６-

７
８
４
５

　

次
の
方
か
ら
、
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
】

■
株
式
会
社
ジ
ッ
ソ
ク　

様

（
駒
ヶ
根
市
）

♠�

魅
力
向
上
で
住
み
た
い
・
住
み

続
け
た
い
地
域
づ
く
り
」
の
た

め
に
と
し
て

金
10
万
円

■
技
建
開
発
株
式
会
社　

様

（
飯
田
市
）

♠�

「
暮
ら
し
を
支
え
る
強
靭
で
快

適
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
創
造
」

の
た
め
に
と
し
て

■
株
式
会
社
光
洋
設
備　

様

（
駒
ヶ
根
市
）

♠�

「
子
ど
も
の
元
気
」
と
「
学
び

の
力
」
で
い
き
い
き
豊
か
な
暮

ら
し
の
た
め
に
と
し
て

■
石
田
建
設
株
式
会
社　

様

（
駒
ヶ
根
市
）

♠�

美
し
く
快
適
な
暮
ら
し
の
環
境
を

将
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
と
し
て

♠�

「
子
ど
も
の
元
気
」
と
「
学
び

の
力
」
で
い
き
い
き
豊
か
な
暮

ら
し
の
た
め
に
と
し
て

金
１
０
０
万
円

飯島町男女共同参画プラン　心をつなぐまちづくり６　～私たちができること～
「男女共に、出産・育児・看護・介護で就労が困難になる場合があります。

出産・育児・看護・介護に関する休暇や休業制度、また関連する福祉の制度などを有効に活用しましょう。」

広
告
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９９月　わんぱくカレンダー月　わんぱくカレンダー

保健センター（保セ）、いいっ子センター（い子）、飯島保育園（飯保）、七久保保育園（七保）、飯島東部保育園（東保）、全保育園（３園）
飯島小学校（飯小）、七久保小学校（七小）、飯小・七小（小学校）、飯島中学校（飯中）、飯小・七小・飯中（３校）

日【にちようび】ＳＵＮ 月【げつようび】ＭＯＮ 火【かようび】ＴＵＥ 水【すいようび】ＷＥＤ 木【もくようび】ＴＨＵ 金【きんようび】ＦＲＩ 土【どようび】ＳＡＴ

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

年長川遊び(七保)

園開放(東保)

図書館出前講座(七保)

図書館出前講座(東保)

ベビーヨガ(い子) 就業相談(い子)

親子環境整備作業(飯中)

特別保育(３園)

おもちゃ図書館

新人中南信(水泳)(飯中) 6年修学旅行～8日(飯小)

図書館出前講座(飯保)

おしゃべり会(い子)

６年計画休業(飯小)

運動会特別時間割～25日

(七小)

祖父母参観日(飯保)

運動遊び(七保)

参観日(地域公開日)

(飯小)

祖父母参観日(七保)

誕生日会(い子)

特別保育(３園)

土曜開所日(い子)

誕生日会(３園)

パッククッキング(い子)

長野社会見学(飯小)

運動遊び(東保)

図書館出前講座(東保)

リトミック(い子)

園庭整備(飯保)

祖父母参観日(東保)

図書館読み聞かせ(い子)

特別保育(３園)

園庭整備(七保)

おもちゃ図書館

新人中南信(陸上)(飯中)

運動会前日準備(七小)

避難訓練(３園)

避難訓練(い子)

PTA作業(飯小)

運動会(七小)

特別保育(３園)

土曜開所日・

子育て講座(い子)

園庭整備(東保) 月末休所日(い子)

運動会総練習(３園)

わらべうた(い子)

【移動図書館車】
毎週水曜日：七保・七小

毎週木曜日：飯保

毎週金曜日：飯小・東保

【家庭相談】
火・木・金曜日

午前８時30分～午後５時

子育て支援係
☎ 0265-86-6711

【いいっ子ひろば】
午前９時30分～午後４時

【子育て相談】
午前８時30分～午後５時

☎ 0265-86-8131

■９月のイベント【記載がない場合 要予約】

※詳しくはセンターで配布する予定表をご覧ください

子育て支援センター 子育て支援センター 
（いいっ子センター）（いいっ子センター）

※�場所の表記がないイベントは、いいっ子センターで行います。

◆ベビーヨガ（講師：森
もり

下
した

晏
あ

希
き

先生）

　日時：９月３日（木）　午前10時～10時45分

◆誕生日会　【予約不要】

　日時：９月11日（金）　午前11時～11時30分

◆パッククッキング（講師：食生活改善推進協議会）

　日時：９月15日（火）　午前10時～正午

　耐熱性のポリ袋を使って簡単調理を行います。

◆親子リトミック（講師：木
きの

下
した

妙
たえ

子
こ

先生・宮
みや

澤
ざわ

美
み

帆
ほ

先生）

　日時：９月17日（木）

　①午前９時45分～10時30分（ベビーリトミック）

　②午前10時45分～11時30分（キッズリトミック）

◆わらべうた

　日時：９月29日（火）　午後２時～２時40分

問 教育委員会事務局

■９月のごみ・資源収集

地区
種別

飯島 田切
本郷 七久保

東 西 東 西

可燃ごみ（祝日も○） 月・木 火・金 月・木 火・金

不燃ごみ（祝日は×） 水 木

古紙・布類
７日
（月）

14日
（月）

21日
（月）

28日
（月）

びん・スチール缶・ 
アルミ類・灰・蛍光管・
水銀製品

３日（木） 17日（木）

ペットボトル ９日（水） 16日（第３水曜日）

粗大ごみ（有料）
小型家電（無料）

13日（日） �田切体育館 午前８時～８時55分 
本郷体育館 午前９時５分～10時

乾電池
８月24日(月）～９月４日（金）

※中学校正面玄関前へ持ち込んでください。 
詳細は飯島中学校（86-2020）まで

環境衛生自治会だより環境衛生自治会だより

■井戸水の水質検査を実施します。

　飯島町では毎年、井戸水の水質検査を行っています。井戸水は自然

の恵みですが、いつもおいしい水が飲めるとは限りません！見た目

ではわからない水の安全、あなたの大切な井戸水の水質検査を受け

てみませんか？この機会にぜひご利用ください。

■毎月16日は「エコの日」

　もともと、京都市が毎月16日を「DO YOU KYOTO?デー」と定めたこと

が始まりで、現在では「環境にいいことをしていますか」という意味

で世界中で使われるようになりました。エコの日とは、二酸化炭素の

排出や地球温暖化防止など様々な環境問題に対して考え、実践する

日なのです。「エコの日」をきっかけに環境について考える機会にし

てみましょう。
問 住民税務課 環境共生エネルギー係 問 子育て支援センター 0265-86-8131
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■休日歯科緊急診療

９月６日、13日、20日、21日、22日、23日、27日

場所：上伊那口腔保健センター（伊那市保健センター内）

受付：午前８時30分～午前11時30分　☎0265-78-8510

９月６日(日) のどかクリニック(飯) 86-6705

　　13日(日) つちかね整形外科クリニック(駒) 82-7715

　　20日(火) 南向診療所(中) 86-2019

　　21日(金) 木下医院(駒) 82-3712

　　22日(土) 須田医院(駒) 81-5050

　　23日(日) 北原医院（宮） 85-2214

　　27日(日) 飯島中央クリニック（飯） 98-8563

休日緊急当番医休日緊急当番医

(駒)駒ヶ根市、(飯)飯島町、(宮)宮田村、(中)中川村 

※都合により当番機関が変更になることがあります。

※�上伊那郡内休日緊急当番医は「一般社団法人上伊

那医師会ページ」をご覧ください。

問 健康福祉課 保健医療係

■９月の番組予定 【放送時間】

午前６:30
　　７:30
　　８:30
　※10:30
午後０:30
　　１:30
　※３:00
　　５:00
　　７:30
　　９:30
　　11:00
　　12:00

７日～　営農センターだより

14日～　まちのできごとダイジェスト①

21日～　社協だより

28日～　まちのできごとダイジェスト②

※�午前10時30分～、午後３時～の放送は 

「いいちゃん健康体操」をお送りします。

※番組の切り替えは月曜の午後７時30分です。

ＣＡＴＶ行政チャンネル ＣＡＴＶ行政チャンネル デジタル「11」デジタル「11」

問 総務課 文書広報係

市外局番　０２６５

体育館開放日体育館開放日

９月、10月は開催しません。

▼詳しくは、ホームページをご確認ください。

問 教育委員会 生涯学習係

〇元気アップ講座
　時間(全会場共通)：午前９時30分～11時30分
　◇飯島会場 毎週木曜日　◇七久保会場 毎週水曜日

問 健康福祉課 高齢者福祉係

〇健幸教室
　日時：毎週火曜日　午前９時45分～11時45分
　場所：飯島町役場 西庁舎 営農研修室

問 健康福祉課 高齢者福祉係

○フレイル予防教室
《いきいき体操コース》
　飯島会場　　毎週金曜日 午前10時30分～正午
　田切会場　　毎週水曜日 午前10時～11時30分
　本郷会場　　毎週月曜日 午前10時～11時30分
　七久保会場　毎週木曜日 午前10時30分～正午
《椅子体操コース》
　飯島会場　　毎週金曜日 午前９時～10時30分
　七久保会場　毎週木曜日 午前９時～10時30分
《趣味・体操コース》
　飯島会場　　毎週火曜日 午前10時～11時30分

問 健康福祉課 高齢者福祉係

健康づくり教室健康づくり教室

■赤ちゃんメモ（場所：西庁舎保健センター）

〇満３か月児　　【健診】
・９月はありません

〇満６か月児　　【育児相談】
・９月はありません

〇満９か月児　　【健診】
・９月はありません

〇満12か月児　　【育児相談】
・日時：９月25日(金) 受付時間 午前９時10分～
・対象：令和７年７月～９月生まれ

〇満１歳６か月児【健診】
・９月はありません

〇満２歳児　　　【育児相談】
・日時：９月30日(水) 受付時間 午前９時10分～
・対象：令和６年７月～９月生まれ

〇満２歳６か月児【育児相談】
・９月はありません

〇満３歳児　　　【健診】
・９月はありません

■検診など

〇乳がん検診（マンモグラフィ検査）：検診申込者
・日時：８月24日（月） 受付時間　午後１時15分～４時15分
・場所：飯島町役場西庁舎（保健センター）

〇子宮がん検診：検診申込者
・日時：８月28日（金） 受付時間　午後１時～１時40分
・場所：成人大学センター

〇乳がん検診（超音波検査）：検診申込者
・日時：９月11日（金）
　受付時間 午前９時～11時20分、午後１時～１時50分
・場所：飯島町役場西庁舎（保健センター）

〇集団健診：健診申込者
・日時：９月14日（月）～17日（木）
・受付時間：午前８時30分～11時、午後１時～３時
・場所：飯島町文化館

〇大腸がん検診（便潜血検査）：検診申込者
・日時：９月14日（月）～17日（木）
・受付時間　午前８時～９時
・場所：飯島町文化館
※�集団健診と大腸がん検診の両方をお申込みの方は集
団健診時に大腸検査容器を提出してください。

みんなの健康みんなの健康

問 健康福祉課 保健医療係
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人のうごき飯島町の情報発信

飯島町
公式HP

飯島町
公式LINE

いいちゃん
メール

広報紙を
アプリで配信中

８月１日現在 総人口：8,683人(-23) 男：4,245人(-12)

（）内は前月比 世帯数：3,735戸(-8) 女：4,438人(-11)

町内外から多くのキャンパーが訪れる「与田切公園キャン

プ場」の魅力をスタッフの林
はやし

さんにお聞きしました。

スタッフに聞く「ここがすごい！」与田切公園の魅力

ズバリ、与田切公園キャンプ場の最大の魅力はどこですか

なんといっても圧倒的な透明度を誇る「与田切川」です。

都会から来られるキャンパーさん

は、「水が綺麗すぎる！」「空気が

美味しい！」と感動されますね。こ

の環境が「日常」にあることが飯島

町の最大の自慢だと思います。

地元の方にこそ、おすすめしたい過ごし方はありますか

泊まりのキャンプだけでなく、「ふらっと気軽に使える

贅沢」を体験してほしいです。例え

ば、週末に思い立って家族でＢＢＱ

をしたり、川遊びをして涼んだりな

ど、遠出をしなくても、車で数分の

場所にこれだけ本格的なアウトドアを楽しめる環境がある

のは、本当に贅沢なことなのではないかと思います。ま

た、場内にはプールやテニスコートが整備されています。

子どもたちが安全に自然と触れ合える場所として、普段使

いの公園感覚で、もっと遊びに来ていただきたいです。

町民の皆さまへ一言

「いつも見ている景色」の向こう側には、全国の人が羨む

最高の自然が広がっています。この秋は、ご家族やご友人

と一緒に、与田切公園へお出かけください！

注目イベント

大好評のサマーフェスティバルを９月に開催します！地元

のみなさんのご来場を心よりお待ちしています。

■日時：９月５日（土）午前10時～午後４時 ※小雨決行

■入場料：無料　※各ブースでの飲食・体験は一部有料

■駐車場：�公園内駐車場をご利用いただけますが、混雑が

予想されますので乗合せの上ご来場ください。

地域の宝を再発見！
私たちの「与田切公園キャンプ場」

今回の取材を通して、見慣れた景色の中にある「特別」に改めて気づかされました。

遠くの観光地もいいけれど、この秋は与田切の風を感じながら地元の魅力を再発見してみませんか？ 

この記事は商工観光係の原が担当しました。

与田切公園キャンプ場
指定管理者：株式会社 伊那リゾート

い い じ ま 　 訪 記

t a n b o k i

vol.17

探

明日みんなに自慢したくなる
飯島町の企業をご紹介！

問 産業振興課　商工観光係

林
はやし

さん、入
いり

谷
や

さん

▶イベント詳細は
特設ページを

チェック！

与田切公園のHPを
チェック！
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